
1 法人の概要
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常　勤 非常勤 市ＯＢ 市現職 その他
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2 情報公開の状況

ある ）

作成中・作成計画あり （公開予定時期 平成 年 月 ） 作成予定なし

事業内容 財務状況 役員氏名 その他（ ）

3 職員構成

増 0 減 0 歳

法人独自の給与体系 市の給与体系を準用 その他（ ）

平成30年度　盛岡市出資等法人　経営状況調査表
（平成30年4月1日現在）

法 人 名 盛岡中央市場冷蔵株式会社 所 管 課 中央卸売市場業務課

所 在 地 020 8567 盛岡市羽場10地割100番地

電 話 番 号 019 638 7605 設立年月日 昭和43年7月13日

製氷及びその販売事業

前各号に附帯する一切の事業

法人のホームページの有無

（アドレス　http://

代 表 者 代表取締役社長　菊池一裕

設 立 目 的

　盛岡市中央卸売市場水産物部における卸売業者，仲卸業者及び売買参加者の出資により，開設区
域内での水産物の安定供給を図るため，冷凍・塩蔵魚介類等の冷蔵保管及び製氷販売を目的として設
立された。

主 要 事 業

冷凍及び冷蔵保管事業

（単位：人）

常勤 非常勤 合計
うち市ＯＢ うち市派遣

法人ホームページでの情報の提供内容（作成中の法人においては提供予定内容）

ホームページ以外での情報提供の方法

5

監査役 2 2役員

取締役 2 3

計 2 0 0

0
臨時職員 ― ―

5 7

職員

管理職
正職員

0

11
臨時職員 ― ―

一般職
正職員 10

1

前年度と比較して職員数の増減 常勤職員の平均年齢 55

常 勤職 員の 給与 体系

11
臨時職員 0 ― ―

計
正職員 10 0 0

1



4 財政状況等

千円 千円 ％

① （出資等割合 ％）

② 盛岡水産株式会社 （出資等割合 ％）

③ （出資等割合 ％）

④ （出資等割合 ％）

⑤ （出資等割合 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

（貸付金がある場合記入）

千円

％

5 指定管理者となっている公の施設（現在，公の施設の指定管理者となっている団体のみ記入）

主な出資等者

50

48.2

1.6

盛岡市

資 本 金
（ 基 本 財 産 ） 60,000 本市出資等額 30,000 本市出資等割合 50.0

（収入全体の

補 助 金 内 訳

盛岡中央市場冷蔵株式会社施設建設費償還補助金 5,003

0 （収入全体の

指 定 管 理 料 0 （収入全体の

平成30年度における当
市の財的関与の状況

補 助 金 5,003 （収入全体の 4.9

負担金・交付金 0 （収入全体の

委 託 料

施 設 の 名 称

盛岡水産物商業協同組合

貸 付 目 的 利用料金対象施設
（利用料金制を採用している施設
がある場合記入）

指 定 管 理 料 内 訳

委 託 料 内 訳

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

利用料金収入（平成30年度予算額）

法人の収入全体の

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

負 担 金 ・ 交 付 金 内 訳

貸 付 金 0



6　法人の経営内容の詳細

(1) 取組目標

平成27年度 平成28年度 平成29年度

93,314 千円 86,320 千円 84,040 千円

86,074 千円 81,923 千円 79,726 千円

9,997 千円 10,938 千円 10,476 千円

10,143 千円 10,975 千円 9,799 千円

13,398 千円 5,226 千円 3,883 千円

2,973 千円 1,907 千円 ▲1,161 千円

※　１　中長期計画等を策定している場合，計画に盛込まれている目標等を記載してください。

　 　２　中長期計画等を策定していない法人で，毎年度の目標等を設定している場合は，その目標等を

　　　　記載してください。

　　 ３　毎年度の目標等を設定していない場合は，法人の活動が具体的に数値として表れるものを記載

　　　　してください。

(2)　経営状況

（単位：千円，％，人）

平成27年度 平成28年度 平成29年度

96,217 92,899 89,526

95,289 91,507 88,320

96,277 94,805 94,717

▲ 987 ▲ 3,298 ▲ 6,397

2,973 1,907 ▲ 1,161

2,973 2,045 ▲ 1,119

2,788 1,860 ▲ 1,304

132,582 117,480 102,197

28,468 26,576 24,736

104,114 90,904 77,461

負債 76,239 59,277 45,299

25,912 21,469 20,664

14,220 11,520 11,520

14,220 11,520 11,520

50,327 37,808 24,635

44,035 32,515 20,995

44,035 32,515 20,995

56,343 58,203 56,899

60,000 60,000 60,000

▲ 3,657 ▲ 1,797 ▲ 3,101

うち有利子負債（Ｈ）

うち有利子負債（Ｊ）

うち剰余金(Ｌ)

財産の状況

資産(D)

うち流動資産（E）

うち固定資産

うち流動負債(F)

うち短期借入金(G)

うち固定負債

うち長期借入金(Ⅰ)

千円

指標名

①冷蔵庫収入

②凍氷収入

③経常損益

④

単位

千円

千円
計画

計画

実績

実績

区　　　　　分

実績

計画

実績

計画

収支の状況

売上高(A)

売上総利益

販売費・一般管理費(B)

営業利益

経常利益(C)

税引前当期純利益

当期純利益

純資産

うち資本金（Ｋ)



平成27年度 平成28年度 平成29年度

2 2 2

うち本市ＯＢ

うち本市派遣職員

11 11 11

うち常勤職員数 10 10 10

うち本市ＯＢ

うち本市派遣職員

うち管理職員数 0 0 0

28.6 28.6

管理職員比率 0.0 0.0 0.0

職員新規採用数 1

うち常勤職員数 1

3.0 2.0 ▲ 1.2

100.0 102.0 105.7

109.8 123.7 119.7

43.9 37.4 31.8

42.4 49.5 55.6

103.3 75.6 57.1

7,401 7,146 6,886

補助金額 5,340 6,253 6,133

① 5,340 6,253 6,133

②

③

負担金・交付金額

①

②

委託金額

①

②

上記のうち再委託額

上記業務の委託契約方法

指定管理料

①

②

③

貸付金額

損失補償額

債務保証額

組織の状況

常勤役員数(Ｍ)

職員総数(Ｎ)

常勤役員比率（Ｍ/総役員数）

経営指標

売上高経常利益率（C/A）

販売費・一般管理費比率（B/A）

流動比率（E/F）

借入金依存度（(G+Ｉ)/D）

有利子負債比率（（Ｈ+Ｊ）/（Ｍ+Ｎ））

自己資本比率（(Ｋ+Ｌ)/D）

職員一人当たり売上高（A/(Ｍ+Ｎ)）

区　　　　　分

本市の財
政的関与
等の状況



７　所管課による財務状況についての点検評価結果

※参考（別紙フローチャートによるチェック）

はい いいえ

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5

6 ○

7 ○

8

9

（コメント）
　今後も冷蔵倉庫事業と凍氷販売事業の更なる拡大に努め，収入の確保を図る。また，必要に応じて
連絡調整を密にし，収入確保やコスト削減について協議・検討を行い，運営資金のより一層の安定化
のため償還計画が円滑に進められるよう，市としても支援を継続していく。

平成29年度決算の概要

　冷蔵庫収入は，入庫ベースでの取扱数量では，過去10年で最低だった昨期をさらに５％下回り，特
に卸売会社の減少幅が大きく，主要魚種といわれる，サンマ，秋サケ，イカの大不漁等による国内搬
入減少が理由に挙げられ，金額でも，売上高は，前年比97.3％の79,726千円となり2,197千円の減収と
なった。
　凍氷収入は，７月までは順調に推移したが，８月以降の天候不順により大幅に落ち込み，過去10年
で最低となり，取扱数量は前年比89.6％の405トン，売上高は前年比89.2％の9,799千円となり1,176千
円の減収となった。
　一般管理費は，燃料調整費による割戻し額の減少と，再生エネルギー賦課金の増額により，電力費
が大幅増となり，全体の圧縮は叶わなかったものの，前年比99.9％で88千円の減少となった。
　借入金返済額は，12,266千円で，盛岡市から6,133千円の補助金収入があった。

Ｂ Ａ：良好，　Ｂ：概ね良好，　Ｃ：改善を要する，　Ｄ：大いに改善を要する

累積欠損金があるが，対自己資本比率は100％
超である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％～
100％である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％未
満である。

チェック欄
番号 質問

概ね３年以内に単年度黒字可能である。

事業計画どおりの償却前赤字である。

平成29年度決算において減価償却前黒字であ
る。

累積欠損金がある。

平成29年度決算において黒字である。

平成28年度決算において黒字である。



フローチャートによる判定 ＜別紙＞
（下記の該当する”Yes”，”No”及びＡ～Ｄを○で囲むこと。また，判定の根拠についてもコメント欄に併せて記載すること。）

累積欠損金額が

Ａ：良好
Ｂ：概ね良好
Ｃ：改善を要する
Ｄ：大いに改善を要する

減価償却前
黒字か

事業計画どおりの
償却前赤字か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

平成28年度決算に
おいて黒字か

平成29年度決算に
おいて黒字か

累積欠損金が
あるか

Ａ

平成29年度決算に
おいて黒字か

Ｄ

累積欠損金が
あるか

Ｂ

対　自己資本比率
50％未満

事業計画どおりの
累積欠損か

Ｂ

対　自己資本比率
100％超

(債務超過）

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｃ

対　自己資本比率
50～100％

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

Ｄ

Ｙｅｓ Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

ＹｅｓＹｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｎｏ Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

＜損益計算書からみて＞

＜貸借対照表からみて＞

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ


